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＜病棟連絡事項＞
・GW中の医師の勤務スケジュールが届いています。

・病床管理の転入出（候補者の選定含む）は、当面管理者が操作する事となります。

・上川原　豊様の透析受診時の必要物品準備は、月水金当日の深夜帯で準備を。
　預かり料金も都度記載する用紙作成、活用してチェックしていきましょう。
　アクセス：「東病棟➝検温表・入浴表・金銭・義歯➝受診時チェックリスト」
　　　　　 「東病棟➝検温表・入浴表・金銭・義歯➝患者持参金預かり表」

・入院診療計画書のスキャン
　⇒”入院診療計画書のスキャンが切れて見えない所がある”
　　と精神保健福祉センターより指摘が入った。
　　電子カルテにアップロードする際には十分に注意を払っ
　　てスキャンをすること。

・病棟管理日誌
　⇒以前にも連絡をしておりましたが、患者様の転入室や外
　　出泊者の氏名と人数の入力漏れがあること、護送・担送
　　の人数に誤りがある状況。
　　よって今後は、各勤務帯（日・準・深）のユニット担当
　　Nsが責任を持って入力すること。
　　※最終確認は当日のリーダーと管理者が行う
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＜東病棟入室状況＞
【入院】
・久慈　邦夫様～東合併症室

【転出】
・小澤　和子様～東Cユニット5号室→南Cユニット205号室

＜患者様連絡事項＞
・竹内　隆夫様～4/25　南転出予定。
　　　　　　　　4/25～食事形態アップ。3➝5分粥、ブリックゼリーミキサー食へ変更。

・上川原　豊様～透析のため99クリニックへ外出。17：30　帰院予定。
　　　　　　　　姉様よりモンダミンは姉様へ依頼、歯の痛みで使用しているが、使用
頻度が多いと指摘あり、本人へ伝えている。

・飯田　修子様～主治医・長女様と面談実施。詳細は看護記録参照。

・鈴木　達也様～母様よりPSWへ入電あり。退院先はギャンブル依存症の専門医療機関
かGHの意向あるため、主治医と面談したいとの内容。
4/25　PSWより主治医へ情報提供していきます。

・藤井　孝蔵様～ピコスルファートNa液1本処方。

・東野　愛様～（主治医年休）代理処方で臨時薬1日分処方。
明日以降分、主治医指示受けを。

・沼山　真紀子様～（主治医年休）代理処方で臨時薬1日分処方。
明日以降分、主治医指示受けを。
パラシクロビル内服薬4/24　朝で処方きれ。これも確認を

・小川　雄二様～（主治医年休）代理処方でメトグルコ1日分処方。

・竹内　隆夫様～便秘時IF追加指示。ピコスルファートNa液1本処方。

・澤口　利香様～冷えピタ10枚入り2袋持参あり。担当不在もあり、ステーション預か
り保管して提供していく事にした。
不眠時デエビゴ30回分処方。

・滝上　八重子様～抑肝散のみ拒薬あり、主治医へ報告し他の服薬できてる事もありス
キップ可。エンシュアも適宜スキップ。
食事とれてるため点滴は中止。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放して、すぐに他室侵入や他者の私物を盗る行為あるため早めに開放観察終了とする。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察指示。易怒、粗暴的になる事はなく音楽プレイヤーでCDを聞いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～午前午後2時間ずつの開放観察実施。洗面、歯磨き後は殆ど自室で過ごす。自室ではゲームをしたりして不穏さなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・滝上　八重子様～拒食ない。抑肝散は苦い事を理由に拒薬あり。情動は安定し
ており帰宅要求なく過ごす。ＯＴには声掛けに参加できている。


＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年4月24日　12：15
　氏　　名：久慈　邦夫（くじ　くにお）様
　生年月日：昭和32年1月24日　66歳
　病　　名：統合失調症　
　性　　別：男性
　主 治 医：菅野Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室　
　＜経過＞
　　大学卒業後はベアリング会社に2年勤めるが寮生活が合わずS56年に
　実家の八戸に戻った。S58年再び上京し、飲食業に従事するが上司のい
　じめに遭い、その頃より幻聴、妄想らしき症状が出現した。いじめに
　耐えつつ仕事を続けていたが、S61年たまりかねて退職。退職後は
　自宅アパートで無為に過ごしていたが、実家の母にかかってくる本人
　からの電話で「隣家で自分のことを話しているのが聞こえてきた。監
　視されている」と話し様子がおかしいため、S62年2月実家に連れ戻さ
　れた。実家でも幻聴、妄想あり家族以外とは話もせず閉居していた。
　　S62年5月7日より八戸赤十字病院精神科を受診し、加療されていたが
　「お前は何にもできない」「馬鹿」等の幻聴や被害妄想が改善しない
　ことから、前医からの紹介を受け、当院へ1回目の入院（H1.11.8-
　H9.8.30）。その後、H21年にも怠薬から幻聴や被害妄想が悪化し
　2度目の入院。以後は通院・デイケア・訪問看護継続していた。R5年
　より薬剤自己調整していたり、青陽館に封書を何通も送付している様子
　あり。同年3月10日頃、ご本人から不調の連絡があり自宅へ訪問すると
　倒れており、八戸市立市民病院へ救急搬送されている。八戸市立市民病院
　に入院時は低栄養・胃潰瘍・るい痩の所見あり治療を行った。症状は落ち
　着いたものの、筋力低下や体力低下、体重減少があり独居は困難。
　転院依頼あり、症状改善・環境調整目的にてR5.4.24医療保護入院と
　なる。

【緊急時】搬送希望※八戸市立市民病院のDrは無理しなくてもいいのではないかとの話しあり、必要時家族に要確認
【CS】B-①
【義歯】なし
【他科受診】6/12八戸市立市民病院消化器科　内視鏡検査予定
【コロナワクチン】確認中。病棟判断で必要であればやってほしいとの事。
・6/12　八戸市立市民病院消化器科に他科受診あり。内視鏡検査予定。入院証明書は未。当日の朝食は摂取できない。詳細は東病棟週間予定に書類を入れておきます。
